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③ ③ ③

■

主旨

子ども・若者の“声”募集箱を
市内の大学生やソーシャルデザイン 作った計画の案について、

３ページ ４ページ ７ページ

２

「こども基本法」では、こどもに関係する事業などを決めるときは、
きほんほう かんけい じぎょう き

けいかく

かわさきし

計画つくるときに、こども・若者の”声“を聴く取組を行いました。

川崎市では、この考え方にもとづいて、「第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の

わかもの

こども・若者の意見を聴いて、決めることとされています。
いけん き き

かんが かた だい き かわさきし みらいおうえんわかもの

わかもの こえ き とりくみ おこな

わかもの こえ き とりくみ

③

子ども・若者の”声“募集箱とは？

「子ども・若者の”声“募集箱」の活用

令和４（２０２２）年度から継続している

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ かつよう

れいわ ねんど けいぞく

「子ども・若者の”声“募集箱」の意見を

分析しました。

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ いけん

ぶんせき

こ

だいがくせい

③
市内の小学校５年生、中学校２年生と

子ども・若者調査とは？

「子ども・若者調査」の実施

ついて、調査をしました。

日ごろの生活のことや悩みごとなどに

16歳から30歳までの若者を対象に、

こ わかもの ちょうさ じっし

しない しょうがっこう ねんせい ちゅうがっこう ねんせい

さい さい わかもの たいしょう

ひ せいかつ なや

ちょうさ

未来をになうこども、若者たちが、
みらい

社会の中で楽しい人生を送れるように

夢や希望を持って、自分の力を活かして、

するための計画です。

ゆめ きぼう も じぶん ちから い

わかもの

しゃかい なか たの じんせい おく

けいかく

活用して、期間限定のアンケー

トを行いました。

わかもの こえ ぼしゅうばこ

かつよう きかん げんてい

おこな

パブリックコメントの制度を

活用して、みなさんから意見

をもらいました。

しない だいがくせい

かつよう いけん

せいど

つく けいかく あん

センターの若い世代と結婚、子育て、

まちづくりについて意見交換会を

わか せだい けっこん こそだ

いけん こうかんかい

https://www.city.kawasaki.jp/kawasakiu18/category/350-0-0-0-0-0-0-0-0-0.html
https://www.city.kawasaki.jp/450/page/0000131033.html


チャレンジを応援
してくれる人 １２％

いっしょに
遊んでくれる人 ５％

危険から守って
くれる人 １6％

話しかけやすい人 １７％

その他 3％

勉強を教えて
くれる人 12％

悩んだときに相談に
乗ってくれる人 １６％

こどもの声を
聞いてくれるまち 17％

いろいろな人と
話せる場所が
あるまち 5％

地域の人と
つながりがあるまち ６％

自分っていいなと
思えるまち 8％

活気がある
元気なまち 10％

その他 ２％

きれいなまち １７％

自然がたくさん
あるまち １3％

安全なまち 22％

川崎市のこども・若者が、川崎市についてアイデアや提案を川崎市へ届けます。
届いた声は、毎月市長が確認して、市ホームページで市長メッセージと届いた声についての市の考えを
発信しています。

あなたのまわりにどんな大人がいて
ほしいですか？（３つまで選択）

気持ちを分かろうと
してくれる人 １９％

これから川崎にどういうまちになって
ほしいですか？（３つまで選択）

「こども・若者の未来応援プラン」を作るために、「子ども・若者の“声”募集箱」で
期間限定の質問をつくって、みなさんにアンケートに協力していただきました。
アンケートは令和７(202５)年９月５日～令和７(2025)年１２月２６日に
おこなって、１７８人の方に回答いただきました。

子ども・若者の“声”募集箱とは？

みんなが気持ちよく、
安心してくらせるまちが
求められているんだね！

こども・若者に対して
やさしい心をもってくれている
大人が求められているんだね！

３

わかもの みらい おうえん つく こ わかもの こえ ぼしゅうばこ

きかんげんてい しつもん きょうりょく

れいわ ねん がつ にち れいわ ねん がつ にち

にん かた かいとう

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ

かわさきし わかもの かわさきし ていあん かわさきし とど

とど こえ まいつき しちょう かくにん し しちょう とど こえ し かんが

はっしん

おとな

せんたく

かわさき

せんたく

き も わ

ひと

はな ひと

なや そうだん

の ひと

きけん まも

ひと

ひと

べんきょう おし

おうえん

ひと

あそ ひと

た

た

あんぜん

こえ

き

しぜん

かっき

げんき

ちいき ひと

じぶん

おも

ひと

はな ばしょ

わかもの たい

こころ

おとな もと

き も

あんしん

もと



質問（１）

②グループトーク説明・写真

市内の大学やソーシャルデザインセンターに協力してもらい、大学生や
ソーシャルデザインセンターの若い世代と、結婚、子育て、まちづくりに
ついて意見交換を行いました。

グループトークの様子

習い事でダンスをやっていて、こども文化センターの集会室を使っていたんだけど、始まる前とかに
友達とセンターで遊んで楽しかった！

小学生のとき、公園で大人数で鬼ごっこをして遊んだりして、ずっとこの関係が続けばいいのにって。

小学生のとき、地域のスポーツチームに所属していて、自治会等のお祭りに参加して楽しかった。今でも街で自治会の人を

子ども会では年齢の違うこどもたちとの交流があって、高校生・中学生が一緒になって小学生の面倒を見るというところが
よかったと思う。

塾が１つの居場所となっていて、勉強が辛いとは思わなかった。塾の先生に進路の相談をしたときに、
先生の実体験を色々と教えてもらった。自分の意見を否定をせずに肯定してくれる先生で、出会えて
本当に良かった。

住んでいるマンションで、近所のおじいちゃんが、エレベーター等で「頑張ってね！」「お帰り！」って帰りの度に声を掛けて
くれたのがすごく嬉しかったな～。

川崎市青少年フェスティバル実行委員会

４

がっこう かていがい しょうがくせい こうこうせい とき

うれ かん なん いけん いちぶ

す きんじょ とう がんば かえ かえ たび こえ か

うれ

しょうがくせい ちいき しょぞく じちかいとう まつ さんか たの いま まち じ ち か い ひと

み

こ かい ねんれい ちが こうりゅう こうこうせい ちゅうがくせい いっしょ しょうがくせい めんどう み

おも

しょうがくせい こうえん おおにんずう おに あそ かんけい つづ

なら ごと ぶんか しゅうかいしつ つか はじ まえ

ともだち あそ たの

じゅく いばしょ べんきょう つら おも じゅく せんせい しんろ そうだん

せんせい じったいけん いろいろ おし じぶん いけん ひてい こうてい せんせい で あ

ほんとう よ

だいがくせい
し な い だ い が く きょうりょく だいがくせい

わか せ だ い け っ こ ん こ そ だ

い け ん こうかん おこな

かわさきし せいしょうねん じっこういいんかい

ようす

がつ にち もく めい

がつ にち きん めい

がつ にち か めい

がつ にち か めい

た ま く

か わ さ き し は た ち いわ

でんえんちょうふがくえんだいがく

田園調布学園大学

１０月２８日（火） ９名

１０月７日（火） ９名

川崎市「二十歳を祝うつどい」サポーター

９月２６日（金） １２名

多摩区ソーシャルデザインセンター

９月１８日（木） ８名

見かけるとホッとする！



質問（２）

質問（２）

スーパーやバイト、ボランティアなどでこども達、親子、家族を見かけたり、関わる中で、家庭を持つのっていいな～と思う。

結婚について誰かから話を聞くチャンスもないからイメージが沸かないし、結婚願望がそもそもない。
今の時代、結婚しないという選択肢もあると思う。縁があったらしたいくらいの認識。

仕事やキャリアなどを考えると不安・・。出産のタイミングも大切なのかな・・

小さいころからお母さんになりたいと思っていた。兄弟にも囲まれて育って楽しかったから、早く結婚したい！
結婚式をしてみたい！ウエディングドレスを着てみたい！

結婚はお互いを認め合えるパートーナーというイメージ。

他人の子どもはかわいいと思うし、子どもは好きだけど、自分がいざ子育てするとなると不安。大変そう。

子どもは、自分にお金と時間など余裕があるときがいい。

だれかと一緒にはいたいけど、結婚をしなくてもシェアハウスとか別の方法が増えている。友達と老後でもいいかなと思う。

地域交流イベントがたくさんあるといいんじゃないかな。地域の人との関係深めたい。子育てのやりかた教室とかあると
いいと思う。

子どもの権利の普及啓発をもっとしたらいいと思う。みんなが知っている状態がいいよね。

周りの人たちの見守りとか応援の雰囲気とか環境も大事だと思う。

実際、家事や育児への労力がかかると思うから、状況に応じて両方手伝ってほしい。

こどもにとって、頼れる、相談できる身近な大人がいるといいよね。こども文化センターとか夢パークとか、職員の人がいる
施設の方が安心する。

５

けっこん も

も いけん いちぶ

しつもん も

けっこん も いけん いちぶ

けっこん たが みと あ

ちい かあ おも きょうだい かこ そだ たの はや けっこん

けっこんしき き

しごと かんが ふあん しゅっさん たいせつ

けっこん だれ はなし き わ けっこん がんぼう

いま じだい けっこん せんたくし おも えん にんしき

たにん こ おも こ す じぶん こそだ ふあん たいへん

こ じぶん かね じかん よゆう

たち おやこ かぞく み かか なか か て い も おも

い っ し ょ け っ こ ん べつ ほうほう ふ ともだち ろうご おも

じっさい か じ い く じ ろうりょく おも じょうきょう おう りょうほう てつだ

まわ ひと み ま も お う え ん ふ ん い き かんきょう だ い じ おも

ち い き こうりゅう ち い き ひと かんけい ふか こ そだ きょうしつ

おも

たよ そうだん みじか おとな ぶんか ゆめ しょくいん ひと

しせつ ほう あんしん

こ け ん り ふきゅう けいはつ おも し じょうたい



質問（２）

自分と家族構成等共通点がある人に相談したり、家の近くに日頃から気軽に相談できる場所がたくさんあるといい。

子育てについては、ネットで調べた知識が中心になってしまう。子どもを持つ前に、子育てについて深く知ったり、
集まれる機会があると不安が減ると思う。

親に対してというより、子どものためにやれることをやってほしい。子どもたちにやさしい取り組み。

育児に逃げ道があるといい。一週間くらい子どもを預けることができるとか。子育てから離れる時間があるといいと思う。

親子で参加できるプログラムがあると良い。そういうプログラムを行政がやってくれると安心感がある。

もう少し里親制度のことを知ってもらった方がいいかも。自分は出産はしたくないけど子どもは好きなので里親の選択肢
もあるかもしれない。

親子支援の施設は、だれでも利用していいはずなのに、その施設の名前がかたいと感じる。今はSNS等で言葉が
強い力があるので、集まりやすい雰囲気が大事。

小学生や中学生のころの思い出は、
友達や近所の人、習い事などで
出会った人など、人とのつながりに
ついてのエピソードが多くあがって
いるね！

結婚やこどもを持つことのイメージについては、
家族など周りの人でイメージがある人、結婚に
とらわれない人、お金や出産に不安がある人など
さまざまな声があがっているね！

どういうまちだったら結婚やこどもを持つことに
チャレンジできそうかの質問については、
周りの人や子どもや子育て世代の人自身の意識のこと、
そして、子育てする人を助ける制度や、ネットの時代
だからこそ、実際の情報や子育てをしている人のことを
知る機会についての意見があがっているね！

６

しつもん も

けっこん も いけん いちぶ

おやこ しえん しせつ りよう しせつ なまえ かん いま えすえぬえすとう ことば

つよ ちから あつ ふんいき だいじ

じぶん かぞく こうせい とう きょうつうてん ひと そうだん いえ ちか ひごろ きがる そうだん ばしょ

こそだ しら ちしき ちゅうしん こ も まえ こそだ ふか し

あつ きかい ふあん へ おも

おや たい こ こ と く

いくじ に みち いっしゅうかん こ あず こそだ はな じかん おも

おやこ さんか よ ぎょうせい あんしんかん

すこ さとおや せいど し ほう じぶん しゅっさん こ す さとおや せんたくし

しょうがくせい ちゅうがくせい おも で

ともだち きんじょ ひと なら ごと

で あ ひと ひと

おお

けっこん も

かぞく まわ ひと ひと けっこん

ひと かね しゅっさん ふあん ひと

こえ

けっこん も

しつもん

まわ ひと こ こそだ せだい ひと じしん いしき

こそだ ひと たす せいど じだい

じっさい じょうほう こそだ ひと

し きかい いけん



質問（２）

質問（２）

こども版のリーフレット、パブリックコメントのチラシを作っ
て、図書館などに資料を置くなど、広くお知らせしました。

「第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の
パブリックコメントのホームページ

みなさんの意見などをふまえて、「第３期川崎市こども・若者の未来応援プ
ラン」の案をつくり、パブリックコメントで案についての意見を募集しました。

かわさきこどもページでパブリックコメントについての
ページを作りました。

川崎市の条例や計画など、ルールを作ったり、変えようとするときに、その条例や計画などの
案について広くみなさんから意見をもらい、より良いものにするためのしくみです。

パブリックコメントのホームページ

パブリックコメントとは？

意見は、入力フォームや、FAX、手紙などで川崎市へ届けることができます。

パブリックコメントのながれ

川崎市が作成した
計画案について、
みなさんが意見を
送ります！



とどいた意見を
川崎市が確認して
計画の内容ともっと
考えます！



計画が完成します！
みなさんの意見から
計画がもっと良いものに
なります！



７

おこなった期間

令和７年11月26日（水）
か ら

令和７年12月26日（金）

いけん だい き かわさきし わかもの みらい おうえん

あん あん いけん ぼしゅう

ばん つく

としょかん しりょう お ひろ し

つく

れいわ ねん がつ にち すい

れいわ ねん がつ にち きん

きかん

だい き かわさきし わかもの みらい おうえん

かわさきし じょうれい けいかく つく か じょうれい けいかく

あん ひろ いけん よ

いけん にゅうりょく ふぁっくす てがみ かわさきし とど

かわさきし さくせい けいかく かんせい

いけん

おく

いけん

かわさきし かくにん

けいかく ないよう

かんが

けいかくあん いけん

けいかく よ

https://www.city.kawasaki.jp/kawasakiu18/page/0000182227.html
https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000016203.html


質問（２）

質問（２）

こども・若者から届いた意見について紹介します。

※１通の意見の中にいくつかの内容の意見があった場合は、件数で集計しています。

パブリックコメントの結果

届いた意見の数

31通82件

届いた意見のうち、

７通１４件

※小学生５通、中学生２通、高校生１通、大学生１通

届いた意見①

８

「第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の
パブリックコメントのホームページ

みなさんの成長に合わせて放課後に安全に楽しく過ごせることや、
困っているときに、大人が気づいて話をしたり助けてくれることは
とても大事なことと考えています。
こどもたちが将来にわたって幸せに成長して、持っている力をしっかり
のばして、社会で活躍できるように、新しい計画でも、
「こどもの居場所づくり」や「切れ目のない支援」などの取組を進めて
いきます。

とど い け ん

けっか

とど い け ん かず

つう けん

とど いけん

わかもの とど いけん かず

つう けん

しょうがくせい つう ちゅうがくせい つう こうこうせい つう だいがくせい つう

だい き かわさきし わかもの みらい おうえん

つう いけん なか ないよう いけん ばあい けんすう しゅうけい

つう いけん なか いけん つう けん

わかもの とど いけん しょうかい

おとな いけん し の

おくないがい ひと あそ ばしょ ふ こま そうだん

あんぜん たの す かんきょう よ おも

せいちょう あ ほ う か ご あんぜん たの す

こま おとな き はなし たす

だいじ かんが

しょうらい しあわ せいちょう も ちから

しゃかい かつやく あたら けいかく

い ば し ょ き め し え ん とりくみ すす

例：１通の意見の中に意見が３つ→１通３件
れい

こども・若者から届いた意見の数

大人からの意見は、市のホームページに載せています。

https://www.city.kawasaki.jp/kawasakiu18/page/0000182227.html


質問（２）

川崎市では、こども・若者が、市に対して感じていることなどを聴くしくみとして、
「子ども・若者の“声”募集箱」の事業をおこなっています。
「子ども・若者の“声”募集箱」は、GIGA 端末や市ホームページからオンラインで
意見を募集するもので、寄せられた声は、全て市長が確認し、寄せられた声に関連した
市の取組や、市長メッセージを市のホームページでみなさんへ届けていますので、
ぜひ意見を寄せてください。

こども・若者がすこやかに育ち成長できる環境づくりに向けて、
家庭、学校、企業、行政等がいっしょに協力しながら取り組んでいくことが
重要と考えています。
これからも、地域社会全体でこどもや子育て家庭に寄り添いながら、
しっかりと支える環境づくりを進めていきます。

子ども・若者の”声“募集箱とは？

９

とど い け ん

ちから あ あか たの よ

けいかく つく いけん き い

おも

けいかく いけん き ほ

わかもの そだ せいちょう かんきょう む

かてい がっこう きぎょう ぎょうせい とう きょうりょく と く

じゅうよう かんが

ちいき しゃかい ぜんたい こ そだ かてい よ そ

ささ かんきょう すす

かわさきし わかもの し たい かん き

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ じぎょう

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ ギ ガ たんまつ し

いけん ぼしゅう よ こえ すべ しちょう かくにん よ こえ かんれん

し とりくみ しちょう し とど

いけん よ

こ わかもの こえ ぼしゅうばこ

https://www.city.kawasaki.jp/kawasakiu18/category/350-0-0-0-0-0-0-0-0-0.html


質問（２）

こどもたちが朝、登校してから下校するまでの学校で過ごす時間と、勉強に
必要な授業の時間のバランスを考えて、学校ごとに時間割を決めています。
そのため、多くの小学校では、休み時間はだいたい20分から30分です。

学校給食では、一度に数百人分を調理するため、おかずの組合せによっては
品数や量が少なく感じるようなことがあるかもしれませんが、児童生徒の
健康や成長のために必要な栄養量を計算し、栄養のバランスを考えて献立を
決めています。
今後も献立の工夫を行いながら、よりよい給食が提供できるようにします。
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とど い け ん

あさ とうこう げこう がっこう す じかん べんきょう

ひつよう じゅぎょう じかん かんが がっこう じかんわり き

おお しょうがっこう やす じかん ふん ふん

なかやす じかん ふ りゆう ふん みじか

がっこう やす じかん きゅうけい じかん みじか きゅうけい じかん

すこ なが

きゅうしょく りょう ふ りゆう りょう た

がっこう きゅうしょく いちど すうひゃくにんぶん ちょうり くみあわ

しなかず りょう すく かん じ ど う せ い と

けんこう せいちょう ひつよう えいようりょう けいさん えいよう かんが こんだて

き

こんご こんだて くふう おこな きゅうしょく ていきょう



質問（２）

川崎市の強みの１つとして、市内や隣の市などに数多くの大学や企業の研究機関などがあることが
あります。その強みを最大限に活用して、産業分野、学分野、行政分野が協力して、こども・若者が、
様々な分野で、自分が将来どうなりたいか、それに向けてどのように行動していくかなどをさらに
具体的にして、国際的な幅広い視野を持って活躍することを目指しています。
そのために、「Kawasaki Quantum Summer Camp」や、「Stanford e-Kawasaki」などのみなさ
んの「新たな一歩」を後押しするための事業や、社会的養護奨学給付金などの機会格差をなくす取組
を実施しています。
これからも地域社会全体で育てたこども・若者が、将来、世界で活躍して、学んだことや身に付けた
力を、次の世代のこどもたちのために返してくれるようにする「人財の好循環」を進めていきたいと
考えています。
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川崎市では、先生によるハラスメント（いやがらせやよくない行ない）などについて
お知らせがあったときは、まず子どもたちの安全をいちばんに守り、学校といっしょに
何があったのかをよく確かめて、必要な対応をします。
また、学校にはハラスメントについて学ぶ研修を計画的に行うように伝えており、校内
でそのようなことに気づいたときは、すぐに校長先生や教頭先生に報告するしくみを
整えています。

とど い け ん

こうい じょせいと きょういん もう い

げんち しさつ じっし とうがい きょういん とが けっきょく なに かいぜん

ちゅうがっこう

わたし かわさきし たよう と く つう おお まな けいけん え

こうこう じだい さんか りょうし さいせんたん けんきゅう ふ きかい

え りけい ぶんや かんしん たか げんざい しんろせんたく おお えいきょう あた

わかもの ちょうせん ささ かわさきし しさく ふか かんしゃ

げんざい しがい だいがく かよ かのう かぎ かわさき か もの そだ

こうけん かんが

けいけん かわさきし こんご わかもの まな ちょうせん ちいき きかい

いっそう ひろ きたい

かわさきし つよ しない となり し かずおお だいがく きぎょう けんきゅう きかん

つよ さいだいげん かつよう さんぎょう ぶんや がくぶんや ぎょうせいぶんや きょうりょく わかもの

さまざま ぶんや じぶん しょうらい む こうどう

ぐたいてき こくさいてき はばひろ し や も かつやく め ざ

カワサキ クアンタム サマー キャンプ スタンフォード イー カワサキ

あら いっぽ あとお じぎょう しゃかいてき ようご しょうがく きゅうふきん きかい かくさ とりくみ

じっし

ちいき しゃかい ぜんたい そだ わかもの しょうらい せかい かつやく まな み つ

ちから つぎ せだい かえ じんざい こうじゅんかん すす

かんが

かわさきし せんせい

し こ あんぜん まも がっこう

なに たし ひつよう たいおう

がっこう まな けんしゅう けいかくてき おこな つた こうない

き こうちょう せんせい きょうとう せんせい ほうこく

ととの



質問（２）

部活動の見直しは、計画の１０４ページに書いてあるとおり、「かわさき部活動ガイドライン」
（令和8年3月策定）にそって進めることが重要です。
このガイドラインでは、学校の先生も子どもたちもむりをしないで続けられるバランスの取れた
部活動にするための考え方ややり方をまとめますので、これからも実現に向けて対応を進めて
いきます。

計画のホームページ かわさき部活動ガイドライン

１２

学校の「出席にするか、出席と同じ扱いにするか」は、市で決めたきまりにそって
対応していますので、これからも、そのきまりを学校にしっかり伝えていきます。
また、教室とは別の部屋に、スタッフがいて、安心して過ごせる場所や勉強できる
場所を増やしていきます。

ふとうこう ともだち ひと づ あ ていこう べんきょう せいと

とど い け ん

こべつ あ きょうしつとう おも じしゅう がっこう こべつ じゅぎょう

う しゅっせき あつか たいおう とういつ ほ

がっこう しゅっせき しゅっせき おな あつか し き

たいおう がっこう つた

きょうしつ べつ へ や あんしん す ば しょ べんきょう

ば しょ ふ

ぶかつ こもん せんせい じかん かくほ ぶいん ぎじゅつこうじょう

がいぶ どうにゅう ふ ほ しあい か れんしゅう じかん ふ

ほ かんが いちぶ せいと ほ ご しゃ ようぼう じかん へ

き ぶ いん にゅうぶ たいおう ひつよう かんが

ぶかつどう み なお けいかく か ぶかつどう

れいわ ねん がつ さくてい すす じゅうよう

がっこう せんせい こ つづ と

ぶかつどう かんが かた かた じつげん む たいおう すす

けいかく ぶかつどう

https://www.city.kawasaki.jp/450/page/0000186126.html
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000112771.html


質問（２）

食缶や食器かごを運ぶときは安全第一で、汁物やごはんの食缶を階段で運ぶときは
２人で持って上がる、一方通行にするなど工夫して運んでください。
エレベーターを使うかどうかは学校ごとに決めていますが、安全のためそばで見守る
大人が必要なことやエレベーター数が少なく時間がかかってしまい給食の時間がへって
しまうことなどからすぐに実現がむずかしい状況です。何人かで協力して運ぶなど、
運び方を工夫することで安全に運べるようにしてもらえればと思います。
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きゅうしょく とうばん さい おも すんどうなべ かいだん はこ けが じこ

かのうせい たか じっさい しるもの じれい とうばん かぎ せっち

つか ほ しょう ちゅうがっこう

しょくかん しょっき はこ あんぜん だいいち しるもの しょくかん かいだん はこ

ふたり も あ いっぽう つうこう くふう はこ

つか がっこう き あんぜん み ま も

おとな ひつよう すう すく じかん きゅうしょく じかん

じつげん じょうきょう なんにん きょうりょく はこ

はこ かた くふう あんぜん はこ おも

がっこう せつび かいぜん

たいいくかん かんらん さい すいちょく はしご かいだん せっち ほ たかつ こうこう

たいいくかん まいかい は むだ じかん よう こうこう

めん は がっこう めん は がっこう たいいくかん ひろ とういつ ほ

とくべつきょうしつ おんがくしつ ぎじゅつしつなど くうちょう くうちょう せっち ねが しょう ちゅうがっこう

じょし こういしつ くうちょう せま じょし こういしつ かくちょう くうちょう せっち ねが こうこう

こうてい みずは わる こうてい たいいく で き あそ ひ みず は かいぜん ほ

しょう ちゅうがっこう

とど い け ん

すいちょくはしご あ てんけんさぎょう つか

たいいくかん ゆか せん がっこう そうだん き ひ がっこう なお もう で

たいいくかん た か おお こうじ おこな あ がっこう そうだん がっこう あ ひろ

ととの

いま と じき ふる こうしゃ たいいくかん なが あんぜん

かいてき つか ひつよう こうじ おこな けいかく あ なお と

とくべつきょうしつ へや いどう れいぼうき お かんきょう たいさく

ないよう がっこう そうだん すす かんが

じぎょう れいわ ねんど すす とくべつきょうしつ きかん い よてい

じょし こういしつ こうてい かいぜん がっこう なお もう で ないよう

がっこう そうだん すす かんが

①垂直梯子で上がるキャットウォークは、点検作業で使うためのものです。
②体育館の床の線は、学校と相談して決めて、引いています。これから、学校から「直したい」という申し出があった
ときは、その内容をもとに学校と相談しながら、どう進めるか考えていきます。
③体育館は、建て替えや大きな工事を行うタイミングに合わせて、学校と相談しながら、その学校に合った広さで
整えていきます。
④特別教室で、まだエアコンがない部屋には、移動できる冷房機（スポットクーラー）を置いて、環境をよくする対策
をしました。今あるエアコンは、取りかえの時期をむかえています。そこで古くなった校舎や体育館を、長く、安全に、
そして快適に使っていけるよう、必要な工事などを行う計画に合わせて直したり、エアコンをまとめて取りかえたりする
事業を、令和10年度まで進めています。エアコンがない特別教室にも、この期間に入れていく予定です。
⑤・⑥女子更衣室や校庭を改善することについては、学校から「直したい」という申し出があったときに、その内容を
もとに学校と相談しながら、どう進めるか考えていきます。



質問（２）

川崎市では学校が国の学習のきまり（学習指導要領）にもとづいて、「教えること
（学習指導）」と「学びのふり返り（学習評価）」を上手につなげてできるように、
支えています。
「学びのふり返り（学習評価）」は、人と人をくらべる（相対評価）のではなく、
めあて（国や学校の目標）にどれだけ近づいたか評価します。
また、「教えること（学習指導）」は、子どもが学びをよくするためや、先生が
教え方をよくするために行います。
これからも学校が、子どものよいところや成長をしっかり見つけて伝え、学んだことの
大切さを実感できる授業ができるよう、支えていきます。

川崎市では、こども・若者の声を聴くしくみとして、「子ども・若者の“声”募集箱」の事業を
おこなっています。また、もう少しくわしく聴きたいテーマがあるとき、年齢をしぼって意見を聴き
たいときなどは、学校でアンケート調査をおこなうなど、目的にあった方法で意見を聴いています。
学校では、学級会や児童会、学校行事などで、子どもたちが自分の意見を言う機会があり、先生
たちは、その気持ちや考えをしっかり受け止めて、どうすれば実現できるかを一緒に考えています。
また、学校のことを話し合う会議（コミュニティ・スクール）にもこどもたちが参加して、意見を
伝えたり、活動の様子を話したりします。
この会議では、学校の活動にこどもたちの思いを生かせるように学校を支援していて、地域の人や
市の人、学校などが力を合わせて、こどもたちが意見を言える場を確保して、その意見が市の仕事や
学校の運営に生かされるように取組を進めています。
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とど い け ん

ちゅうがっこう ぜったいひょうか てん たか たか

かわさきし がっこう くに がくしゅう がくしゅう しどう ようりょう おし

ほ

つ たんとう せんせい かげん おお きじゅん めいかく

がくしゅう しどう まな かえ がくしゅう ひょうか じょうず

ささ

まな かえ がくしゅう ひょうか ひと ひと そうたい ひょうか

くに がっこう もくひょう ちか ひょうか

おし がくしゅう しどう こ まな せんせい

おし かた おこな

がっこう こ せいちょう み つた まな

たいせつ じっかん じゅぎょう ささ

いけん ひつよう ばあい がっこう とう ちょうさ

じっし ほう おお いけん ちょうしゅう おも

かわさきし わかもの こえ き こ わかもの こえ ぼしゅうばこ じぎょう

すこ き ねんれい いけん き

がっこう ちょうさ もくてき ほうほう いけん き

がっこう がっきゅうかい じどうかい がっこう ぎょうじ こ じぶん いけん い きかい せんせい

き も かんが う と じつげん いっしょ かんが

がっこう はな あ かいぎ さんか いけん

つた かつどう ようす はな

かいぎ がっこう かつどう おも い がっこう し えん ちいき ひと

し ひと がっこう ちから あ いけん い ば かくほ いけん し し ご と

がっこう うんえい い とりくみ すす



質問（２）

質問（２）

みなさんや、子ども・子育て会議の委員の方の意見をきいて考えて新しくつくった、

■

プランの内容については、

「第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の
パブリックコメントのホームページ

１５

だい き か わ さ き し わ か も の

み ら い お う え ん

だい き かわさきし わかもの みらい おうえん

こ こ そ だ か い ぎ い い ん かた い け ん かんが あたら

だい き かわさきし わかもの みらい おうえん なか みじか じぎょう

しょうかい

ないよう

ばん み

が く ど う き し し ゅ ん き

い ば し ょ

あ そ ば せ い び

た い い く か ん

く う ち ょ う せ つ び せ い び か い さ い

と く

こども版のパンフレットなどを見てね！

「第３期川崎市こども・若者の未来応援プラン」の中でみなさんに身近な事業に

ついていくつか紹介します！

https://www.city.kawasaki.jp/kawasakiu18/page/0000182227.html


質問（２）

か わ さ き し み ら い き ょ く そ う む ぶ き か く か

じゅうしょ かわさきし かわさきく みやもとちょう ばんち

で ん わ


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

